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いつも心に安全意識
（公益社団法人大阪市シルバー人材センター安全標語）
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様々な感染症が流行しています。
会員の皆様には引き続き感染予防対策をお願いいたします。

2025年度傷害事故（2025年４月１日～2025年10月31日）の事故内容と分析

］例の故事［ 

センターの『会員就業規約』では、センターが加入する保険で補償できない場合は会員が負担することとなって
います。【また、保険が適用されても免責金額内は会員負担です。】

現在の賠償責任保険の免責額は、１事故あたり30,000円となっています。
万一、就業中に賠償事故を起こした場合は、会員に免責額等のご負担を求めることになりますので、賠償事故を

起こさないよう十分注意のうえ就業してください。

2025年度10月末の賠償事故件数７件（前年度９件）

2025 年度の事故発生状況（　）は2024年度は 　

本年度10月末で賠償事故が７件発生し、１件が30万円を超える賠償額となっています。なお、前年度同月は９件でした。
●トイレ床面を清掃する際に、仕様書にはマジックリンを使用となっているにも関わらず、ハイターの原液を撒いて清掃し

たことにより、床面のコーティングが溶けて変色してしまった。修理の見積額は約100万円が提示され非常に高額となっ
ています。床の経年劣化分の保険が補償されない場合には免責額３万円を超える会員の費用負担が発生します。

　就業中は十分に、ご注意ください。

●園庭清掃中、足を滑らせ左肩から転倒し上腕部を強打。肩腱板断裂となった。（70代男性）
●就業後、自転車で帰宅途中に、バランスを崩し転倒。右手前腕部・左手指部骨折。ヘルメット未着用であった（70代男性）

傷害事故件数は 9 件と前年度より 1 件増となりました。 うち 8 件が転倒による事故、1 件が突然の病気となっています。
また、 就業中の事故は 7 件で男性 5 件・女性 2 件となり、 途上事故 2 件は、男性 2 件となっています。
2025 年度は就業中の事故が約 8 割となり、 就業途上はもちろんのこと、 就業中の安全意識をしっかり持つことが
必要です。

】いさだくり守おず必【 項事意注の際るす業就
◎特定健診を受診するなど、体調管理と身体の異変の早期発見に努めましょう！
◎2023年４月１日から、自転車に乗るときはヘルメットの着用が努力義務化されています。
◎自転車を利用する場合は、必ず「自転車保険」に加入しましょう！（就業途上の賠償事故はセンターの保険の対象外です。）

※大阪府では「自転車保険」の加入が義務付けられています。
◎就業する際は、『仕様書』（請負）、『就業条件明示書』（派遣）に従って作業を行ってください！

不明なことは自分勝手な判断は避けて、必ずセンター担当者にご確認ください！
◎事故にあったり、事故を起こした場合は必ずセンターまでご連絡ください！
◎体調不良や都合で就業が困難になった場合は、できるだけ早く事前にセンター担当者に連絡・ご相談ください！

事故原因の分類 件数〈件 受傷割合〈％男 女 計

＊就業中の事故が就業途上の事故より多くなっています。

転倒による傷害事故が増加しています！十分気を付けてください。
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　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様並びに関係各位におかれましては、晴れやかに新年をお
迎えのことと心からお慶び申しあげます。
　旧年中はセンターの事業推進に格別のご支援、ご協力を賜り厚くお
礼申しあげます。

　昨年は、「大阪・関西万博」が開催され、国内外から大阪が大きな注目を浴びる年となりま
したが、当センターは、大阪ヘルスケアパビリオンの野外ステージで行われたシルバー人材
センターの普及啓発活動に参画し、会員の皆様のご協力をいただきながら、センターの PR や
介護予防についての情報発信などを行いました。
　また、会員数の拡大に向け WEB で入会説明会に申し込みができるようにするなど、ホー
ムページのリニューアルを行いました。
　さらに、インボイス制度の導入に伴う運営面への影響に対応するため、契約内容の改定に
ついて、発注者の皆様のご理解をいただくための取組みを進めているところです。
　こうした中、事業実績につきましては、引き続く物価高騰など不安材料が多い中ではあり
ますが、会員数や契約金額については前年実績を上回っており、真摯に就業に取り組まれま
した会員の皆様や発注者の皆様のご理解並びに関係各位のご支援ご協力の賜であると深く感
謝申しあげます。
　本年も引き続きデジタル化の推進に取り組み、SMS を活用した情報発信を進めるなど利便
性のさらなる向上を図るとともに、こうした取り組みに対応していただけるようスマートフォ
ン講習会を開催してまいります。
　さらに、各事務所間の会員数の平準化を図ることにより効率的に就業を提供できるよう
本年7月から各事務所の担当区を変更することとし、福島区の担当を西部支部から北部支部へ、
東成区の担当を南部支部から本部へ変更してまいります。
　また、何よりも安全就業が大切であることは言うまでもありません。当センターの安全標
語である「元気に出かけて笑顔で帰ろう、いつも心に安全意識」が実践できるよう、引き続
き就業・安全研修会を通じて安全に関する啓発を行ってまいります。なお、昨年度から研修
会にこれまで以上に参加していただけるよう、就業研修会と安全研修会を一体化した研修に
しておりますので、一人でも多くの会員の皆様に受講いただければ幸いです。
　本年も、事業推進のため役職員一丸となって取り組んでまいる所存でございますので、地
域社会、発注者、会員の皆様の一層のご理解、ご協力をいただきますようお願い申しあげます。
　2026 年の新春の年頭にあたり、会員の皆様のご健勝と関係各位のますますのご隆盛を心か
ら祈念し、新年のご挨拶といたします。
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